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「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
と
題
さ
れ
る
本
書
は
、
帯
に
「
生
命
力

あ
ふ
れ
る
時
代
の
文
化
像
を
多
元
的
な
資
料
か
ら
再
構
築
」
、
ま
た
「
「
暗
黒

時
代
」
と
さ
れ
て
き
た
大
元
ウ
ル
ス
治
下
の
文
化
政
策
と
山
版
活
動
を
、
東

ア
ジ
ア
へ
の
影
響
も
覗
野
に
い
れ
、
書
物
・
言
語
・
括
給
・
地
固
に
即
し
て

再
検
討
、
か
つ
て
な
い
知
的
活
況
を
呈
し
た
時
代
の
賓
像
を
描
き
出
す
」
と

謡
う
。
本
書
の
内
容
を
的
確
に
要
約
す
る
ば
か
り
か
、
議
論
の
熱
気
や
衝
撃

ま
で
惇
え
る
コ
ピ
ー
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
書
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
つ
い

て
の
「
常
識
」
を
覆
そ
う
と
す
る
野
心
に
満
ち
、
ま
た
、
そ
の
目
論
見
を
見

事
に
賓
現
し
た
舎
心
の
挑
戦
作
で
あ
ろ
う
。
若
い
研
究
者
に
よ
る
傑
出
し
た

文
化
論
で
あ
る
。
「
諸
君
、
帽
子
を
取
り
た
ま
え
」
と
い
う
の
が
、
本
書
を

議
了
し
た
私
の
印
象
で
あ
る
。

本
書
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
一
川
刊
本
、
賓
物
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
ナ
マ
の
感
覚
に
よ
っ
て
立
論
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
に
貫
か
れ
、
帯
に
い
う

「
書
物
・
言
語
・
括
給
・
地
岡
に
即
し
て
再
検
討
」
の
コ
ピ

l
通
り
、
ま
さ

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
書
物
・
言
語
・
描
給
・
地
園
」
が
「
あ
る
が
ま
ま
」
に

検
討
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
容
易
な
ら
、
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
が
論
じ
る
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」

さ
ま
ざ
ま
な
「
書
物
・
地
園
」
は
、
い
つ
頃
、
い
か
な
る
人
に
よ
っ
て
編
ま

れ
、
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
書
物
は
い
か
な
る
情
報
源
の
い
か
な
る
内
容
を
、
い
か
な
る
文
棋
に
よ
っ

て
記
述
し
、
書
物
全
躍
は
覗
質
的
に
い
か
な
る
印
象
を
奥
え
る
の
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
『
孝
経
直
解
』
『
直
説
通
略
』
『
廟
事
典
雄
』
『
四
書
章
園
』
『
混
一

彊
理
歴
代
園
都
之
園
』
『
事
林
宣
明
記
」
等
の
書
物
に
つ
い
て
そ
れ
ら
の
こ
と

を
詳
細
に
解
説
し
つ
つ
、
従
来
の
「
元
朝
研
究
」
が
築
き
上
げ
て
常
識
と
し

て
き
た
も
の
を
、
「
動
か
ぬ
詮
擦
」
と
と
も
に
修
正
し
て
い
く
。

一
例
を
あ
げ
よ
う
。
第
一
部
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
漢
語
」
資
料
と
絵
本

の
登
場
」
で
扱
わ
れ
る
「
孝
一
経
直
解
』
。

『
孝
経
直
解
』
は
、
昭
和
八
年
に
林
秀
一
が
名
古
屋
の
書
擦
で
愛
見
し
て

以
来
、
天
下
の
孤
本
と
し
て
日
本
で
は
な
に
か
と
注
目
さ
れ
て
き
た
『
孝

経
』
の
注
穣
書
で
あ
る
。
経
文
に
釘
し
白
話
に
よ
る
釣
認
を
附
し
、
通
俗
『
げ
人

間
晶
子
の
版
本
の
よ
う
に
上
岡
下
文
の
版
式
を
と
り
、
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル
の
望
族

の
子
弟
・
貫
雲
石
(
『
廿
二
史
街
記
』
の
記
述
で
有
名
な
阿
旦
海
牙
の
孫
)

の
「
自
殺
」
を
も
っ
貼
で
も
有
名
で
あ
っ
た
が
、
著
者
は
、
貫
雲
石
の
こ
の

「
自
殺
」
に
附
さ
れ
た
「
至
大
元
年
正
月
十
六
日
」
と
い
う
日
附
に
注
目
し
、

先
ず
時
代
状
況
を
概
観
す
る
。
績
い
て
、
カ
ラ
・
ホ
ト
か
ら
近
年
愛
見
さ
れ

た
文
書
の
な
か
に
、
断
片
で
は
あ
る
が
「
孝
経
直
解
』
と
同
文
の
残
頁
が
あ

る
こ
と
、
し
か
も
こ
の
残
頁
に
は
括
給
が
な
い
こ
と
を
考
詮
す
る
。
「
孝
経

直
解
』
は
、
漢
語
で
童
日
か
れ
た
も
の
も
複
数
の
版
本
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
著

者
は
、
昭
和
八
年
に
義
見
さ
れ
た
「
孝
一
経
直
解
』
の
括
給
が
、
賓
は
蓋
湾
園

立
中
央
国
書
館
が
滅
す
る
『
趨
孟
煩
孝
一
経
圏
中
台
』
と
同
様
の
構
園
を
と
る
こ

と
を
設
見
す
る
。
超
孟
煩
と
は
、
宋
王
朝
の
王
族
に
し
て
文
章
家
、
書
家
・

童
家
と
し
て
も
有
名
で
、
一
川
刺
期
の
政
治
・
文
化
を
陰
に
陽
に
牛
耳
っ
た
巨

十
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人
で
あ
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
超
孟
煩
が
書
い
た
『
孝
経
園

巻
』
と
『
孝
経
直
解
』
は
同
様
の
構
闘
を
と
る
の
で
あ
る
O

L

L

園
下
文
の
版

式
は
、
少
な
く
と
も
『
孝
経
直
解
』
に
関
し
て
は
「
俗
の
詮
明
」
で
は
な
か

っ
た
。「
孝
一
経
』
は
、
北
貌
の
孝
文
帝
が
「
凶
語
諜
」
を
さ
せ
た
よ
う
に
、
本
園

に
お
い
て
よ
り
も
非
漢
族
王
朝
の
王
室
に
お
い
て
特
に
愛
好
さ
れ
た
節
が
あ

る
。
唐
の
玄
宗
が
『
孝
経
」
の
解
説
を
書
い
た
の
も
、
恐
ら
く
は
そ
う
し
た

文
脈
の
な
か
で
語
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
後
の
西
夏
や
金
朝
に
あ
っ
て
も
「
凶
語
諜
孝
経
」
は
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル

時
代
に
な
る
と
、
今
日
残
巻
等
が
あ
る
も
の
だ
け
で
も
、
複
数
の
モ
ン
ゴ
ル

語
誇
『
孝
一
経
」
の
刊
本
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
モ
ン
ゴ
ル
は
「
世
界
帝
国
」

を
打
ち
立
て
た
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
語
誇
『
孝
一
経
』
は
「
遠
く
イ
ス
ラ
l
ム
世

界
ま
で
惇
わ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
」
o

著
者
は
、
『
孝
経
直
解
』
と
い
う
「
書

物
」
に
注
目
し
、
そ
の
「
書
物
」
が
、
い
か
な
る
情
報
源
の
(
超
孟
煩
や
ウ

イ
グ
ル
人
の
)
、
い
か
な
る
内
容
を
(
括
給
や
詩
文
を
)
、
い
か
な
る
文
慢
に

よ
っ
て
記
述
し
(
上
国
下
文
の
版
式
や
内
話
文
に
よ
っ
て
て
い
つ
頃
(
至

大
元
年
)
、
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
出
版
さ
れ
た
か
を
検
詮
す
る
。
こ
う
し

て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
『
孝
一
経
直
解
』
が
嘗
時
の
粍
を
集
め
た
書

物
で
あ
り
、
武
山
市
カ
イ
シ
ャ
ン
の
即
位
に
と
も
な
う
記
念
山
版
物
と
し
て
、

恐
ら
く
は
園
家
珠
算
に
よ
っ
て
世
に
山
山
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
で
あ
る
。

こ
の
記
念
事
業
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
岡
」
内
に
お
け
る
大
元
ウ
ル
ス
の
位
置
、

カ
イ
シ
ャ
ン
・
ア
ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
・
ダ
ギ
と
い
う
三
者
の
親
子
関
係
、
非
漢

族
王
朝
に
お
け
る
『
孝
経
」
の
意
味
、
と
い
う
三
つ
が
ま
さ
に
リ
ン
ク
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
著
者
は
、
『
孝
経
直
解
』
の
出
版
の
な
か
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
全
域
を
巻
き
込
ん
だ
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
る
の
で
あ
り
、

」

ま
た
尚
一
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
健
に
か
か
わ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
『
孝
一
経
直

解
』
の
な
か
に
収
数
さ
せ
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
部
「
大
元
ウ
ル
ス
の
文
化
政
策
と
出
版
活
動
」
で
は
『
廟
墜

典
雄
』
と
い
う
書
物
が
扱
わ
れ
、
そ
こ
で
も
著
者
は
驚
く
べ
き
推
測
を
「
動

か
ぬ
誼
擦
」
と
と
も
に
提
示
す
る
。

『
廟
皐
典
穂
』
は
、
元
朝
期
の
儒
戸
の
問
題
、
江
南
に
お
け
る
文
教
政
策

を
考
え
る
重
要
資
料
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
だ
が
、
現
存
の

資
料
が
『
、
氷
山
楽
大
典
』
に
出
る
『
四
庫
全
書
』
本
で
あ
る
た
め
、
「
改
震
の

多
い
輯
本
」
と
し
て
必
ず
し
も
使
い
勝
手
は
よ
く
な
か
っ
た
。
論
者
の
な
か

に
は
「
元
代
に
一
加
の
書
物
と
呼
ぶ
に
値
す
る
形
を
と
っ
て
い
た
か
ど
う
か

も
不
明
」
と
い
う
人
が
い
て
、
こ
の
書
物
が
元
来
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

出
版
さ
れ
た
か
あ
ま
り
よ
く
解
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
著
者
は
、
こ
の
謎

を
い
と
も
簡
単
に
解
い
た
ば
か
り
か
、
そ
の
背
後
に
忠
わ
ぬ
地
下
鑓
脈
が
眠

っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
解
け
て
し
ま
え
ば
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

卵
」
と
で
も
言
お
う
か
、
著
者
は
「
『
、
水
楽
大
典
』
に
出
る
『
四
庫
令
書
』

本
」
で
あ
る
黙
に
着
目
し
、
『
文
淵
閤
童
日
日
』
を
出
愛
貼
と
し
て
『
内
閣
戒

主
回
目
録
』
『
園
史
経
籍
志
』
へ
と
目
録
を
た
ど
り
、
『
園
史
経
籍
志
』
に
「
歴

代
崇
儒
廟
撃
典
雄
本
末
十
者
又
八
巻
胡
貫
夫
」
と
い
う
記
迷
を
見
出
す
。

「
胡
買
夫
」
と
は
『
廟
的
晶
子
典
雄
』
の
編
者
(
の
ひ
と
り
)
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
今
度
は
「
胡
貫
夫
」
を
た
よ
り
に
資
料
を
手
繰
り
寄
せ
て
み
る
と
、
『
聖

朝
通
制
孔
子
廟
杷
』
と
い
う
「
類
書
」
に
至
り
、
『
事
林
康
記
」
や
『
新
編

音
貼
性
理
群
書
句
解
」
『
小
向
学
集
成
』
『
家
山
園
書
』
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

「
類
書
」
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
著
者
は
、
『
廟

皐
典
躍
」
が
「
聖
賢
園
像
」
な
ど
多
く
の
園
像
を
と
も
な
っ
た
廟
字
典
雄
に

関
わ
る
公
臆
集
で
あ
り
、
『
大
一
川
通
制
』
『
大
元
型
政
園
朝
典
章
』
『
憲
塞
通

十

「

100 

「



L 

vr
一
利
己
い
萄
凶
沼
山
川
一
い
R
端

部

J
g
C
7
2
国
対

ー「

紀
』
『
南
墓
備
要
』
な
ど
と
同
様
、
政
府
の
刊
行
物
と
し
て
出
版
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
元
朝
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
大
元
遇
制
』

『
大
一
五
聖
政
園
朝
典
章
』
『
憲
豪
通
紀
』
『
南
蓋
備
要
』
等
が
政
治
史
を
考
え

る
根
本
資
料
で
あ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
知
ら
ぬ
も
の
と
て
な
か
っ
た
が
、
や

は
り
一
冗
朝
期
に
績
々
と
刊
行
さ
れ
た
『
事
林
虞
記
」
『
新
編
音
黙
性
理
群
書

句
解
』
等
の
「
類
書
」
類
が
そ
れ
ら
の
資
料
と
同
じ
地
平
で
論
じ
ら
れ
る
べ

き
こ
と
、
編
纂
の
過
程
や
括
給
・
出
版
の
経
緯
な
ど
に
共
通
の
問
題
が
あ
る

こ
と
は
、
ま
だ
誰
も
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
も
著
者
は
、

「
絵
入
り
の
類
書
」
が
わ
が
園
や
朝
鮮
に
惇
え
ら
れ
、
た
だ
ち
に
朝
鮮
版
・

日
本
版
に
生
ま
れ
総
長
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の

知
的
活
況
」
が
東
ア
ジ
ア
全
域
を
巻
き
込
ん
で
の
現
象
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

「
た
し
か
な
こ
と
は
、
大
徳
十
年
の
大
都
の
孔
子
廟
の
完
成
以
降
、
全
圏
各

地
に
お
い
て
、
廟
撃
の
建
築
、
従
犯
の
塑
像
、
書
像
、
典
穫
の
様
式
が
か
園

制
μ

に
照
ら
し
て
、
急
速
に
書
二
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
胡
貫
夫

『
廟
撃
典
組
』
の
完
本
も
一
役
買
っ
た
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
と
本
論
を
結
ぶ
。
こ
こ
に
暗
示
さ
れ
る
の
は
、
『
廟
事
典
雄
』
や
「
類

書
」
の
「
園
制
」
が
、
束
ア
ジ
ア
全
域
の
孔
子
廟
・
皐
校
の
建
設
に
、
視
覚

や
イ
メ
ー
ジ
の
上
で
も
影
響
を
輿
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
、
『
廟

随
一
下
典
稽
』
の
編
纂
と
山
版
と
い
う
「
小
さ
な
出
来
事
」
を
「
あ
る
べ
き
姿
」

に
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
三
了
四
世
紀
の
束
ア
ジ
ア
が
も
っ
た
歴
史
的
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
交
流
を
、
こ
こ
で
も
描
き
だ
す
。
「
暗
黒
時
代
と
さ
れ
て
き

た
大
一
川
ウ
ル
ス
治
下
の
文
化
政
策
を
再
検
討
し
、
そ
の
知
的
活
況
を
描
き
だ

す
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
謂
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
に
し
て
も
本
書
は
、
そ
こ
に
言
及
さ
れ
る
書
物
の
な
ん
と
多
い
こ
と

」

か
。
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
」
と
い
う
書
名
な
の
だ
か
ら
書
籍
に
言

及
す
る
の
は
首
り
前
で
は
あ
ろ
う
が
、
『
孝
経
直
解
』
や
『
廟
向
学
典
雄
』
な

ら
ま
だ
し
も
、
『
直
武
通
略
」
『
四
書
章
園
』
『
三
場
文
選
』
『
太
平
金
鏡
策
』

『
答
策
秘
訣
』
『
混
一
彊
稗
歴
代
園
都
之
園
』
等
、
各
章
の
標
題
に
登
場
す

る
書
名
さ
え
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
議
論

の
過
程
で
論
及
さ
れ
る
あ
ま
た
の
書
物
に
至
っ
て
は
、
そ
の
這
の
専
家
で
さ

え
初
め
て
聞
く
名
前
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
王
振
鵬
が
描
く
貨
郎
さ
な
が

ら
、
貨
物
の
よ
う
に
繰
り
贋
げ
ら
れ
る
書
物
の
洪
水
に
、
我
々
は
た
だ
目
を

奪
わ
れ
、
著
者
の
博
識
に
感
嘆
す
る
ほ
か
な
い
が
、
本
書
の
議
論
を
確
か
な

も
の
に
し
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
構
造
感
の
よ
う
な
も
の
を
会
健
に
付
興
し
て

い
る
の
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
文
献
血
宇
の
基
本
(
と
い
う
よ
り
中
国
皐

の
惇
統
)
に
忠
賓
な
、
著
者
の
「
調
べ
も
の
の
確
か
さ
」
で
あ
る
。
近
年
輩

出
さ
れ
た
ア
ジ
ア
皐
の
研
究
者
の
な
か
で
著
者
が
一
頭
地
抜
き
ん
出
て
い
る

と
思
わ
れ
る
最
大
の
理
由
は
、
恐
ら
く
こ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
著
者
は
単
に

博
識
な
の
で
は
な
い
、
「
小
墜
」
と
で
も
言
お
う
か
、
古
典
的
な
中
図
的
学
の

手
法
に
長
け
、
確
か
な
讃
解
力
を
も
っ
。
著
者
が
行
き
嘗
た
っ
た
書
物
が
す

べ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
議
論
に
必
要
な
書
物
が
的
確
に
選
揮

さ
れ
、
書
誌
情
報
・
所
裁
関
係
・
目
録
の
調
査
等
が
定
石
に
従
っ
て
的
確
に

庭
理
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
あ
ま
た
の
文
献
の
内
容
が
貨
に
的
確
に
把
握

さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
讃
ん
で
、
著
者
の
愛
想
の
卓
抜
さ
と
楓
野
の
慶
さ
に

驚
か
さ
れ
る
讃
者
は
少
な
く
あ
る
ま
い
が
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る

の
は
、
一
貫
に
中
園
出
品
干
の
惇
統
に
他
な
ら
な
い
。
「
き
ち
ん
と
し
た
調
べ
も
の
」

が
で
き
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
「
高
い
撃
力
」
を
保
-
詮
す
る
。

第
一
部
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
漢
語
」
資
料
と
絵
本
の
登
場
」
で
扱
わ
れ

る
『
直
説
通
略
』
を
み
て
み
よ
う
。
著
者
の
議
論
を
謹
む
前
か
ら
『
直
説
通

十

「

101 

「



L 

vr
一
利
己
い
萄
凶
沼
山
川
一
い
R
端

部

J
g
C
7
2
国
対

ー「

508 

略
』
と
い
う
書
名
を
知
っ
て
い
た
人
は
い
な
い
に
違
い
な
い
。
こ
の
書
物
を

紹
介
し
て
解
説
し
得
た
著
者
に
、
私
は
限
り
な
い
羨
望
を
感
じ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
「
直
説
通
略
』
は
鄭
鎖
孫
と
い
う
人
に
よ
っ
て
至
治
元

年
(
一
三
二
一
)
頃
に
編
纂
さ
れ
た
、
「
白
話
」
に
よ
る
『
資
治
通
鑑
』
等

の
節
略
本
と
い
う
。
残
存
す
る
の
は
、
中
国
国
家
国
書
館
と
北
京
大
向
学
園
書

館
に
蔵
さ
れ
る
も
の
が
明
・
成
化
十
六
年
(
一
四
八

O
)
六
月
一
日
の
序
を

も
っ
唐
藩
刻
本
、
蓋
湾
園
{
永
岡
書
館
に
蔵
さ
れ
る
も
の
が
「
大
明
成
化
庚
子

(
一
四
八
O
)
重
刊
」
と
題
さ
れ
る
紗
本
と
い
う
。
こ
の
書
物
は
主
に
『
通

鑑
』
に
取
材
す
る
と
い
い
、
『
通
鑑
』
が
記
遮
し
な
い
天
地
開
闘
か
ら
周
代

ま
で
は
劉
恕
『
通
鑑
外
紀
」
や
『
史
記
」
、
遼
・
金
・
宋
史
は
『
契
丹
凶
史
』

『
大
金
園
史
」
そ
の
他
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
天
地
開
閥
か

ら
大
元
の
成
立
ま
で
を
史
書
か
ら
抜
き
出
し
て
白
話
に
し
た
、
「
類
書
」
と

町
ぶ
こ
と
も
可
能
な
、
要
は
「
通
史
本
」
「
概
説
書
」
で
あ
る
。

こ
の
書
物
は
な
ぜ
重
要
な
の
だ
ろ
う
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
は
、
天
地
開
闘

か
ら
同
時
代
に
至
る
「
通
史
本
」
が
、
単
な
る
歴
史
書
に
と
ど
ま
ら
ず
つ
ぎ

つ
ぎ
に
編
纂
さ
れ
た
。
わ
が
園
で
有
名
な
『
十
八
史
略
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
が
、
「
資
治
通
鑑
』
を
節
略
し
た
本
も
他
に
数
種
類
あ
っ
た
よ
う
だ
し
、

仰
教
の
歴
史
を
概
概
し
た
『
緯
氏
通
鑑
」
『
悌
租
歴
代
通
載
』
、
歴
代
の
故
事

を
集
め
た
『
原
代
蒙
求
纂
註
』
の
よ
う
な
本
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
歴
代
の
帝

王
や
悌
統
・
道
統
を
ヴ
ィ
ジ
ユ
ア
ル
に
し
た
「
類
書
」
も
多
数
編
纂
さ
れ
、

よ
り
簡
便
に
世
系
が
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
七
言
詩
に
仕
立
て
た
数
え
歌
ま

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
「
全
相

平
話
」
の
よ
う
に
、
全
べ

l
ジ
括
給
入
り
の
「
小
説
風
通
史
」
も
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
は
、
帝
土
の
系
譜
や
悌
統
・
遁
統
・
歴
史
を
ヴ
ィ
ジ
ユ
ア
ル
に
簡

便
に
概
観
し
よ
う
と
し
た
節
が
ど
う
も
あ
る
の
だ
が
、
ひ
る
が
え
っ
て
西
側

」

を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
で
は
ラ
シ
1
ド
が
登
場
し
、
世
系

表
や
五
族
譜
が
附
い
た
「
集
史
』
の
よ
う
な
書
物
を
編
纂
し
て
い
る
。
大
元

ウ
ル
ス
の
こ
の
賦
況
と
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
『
集
史
』
と
は
恐
ら
く
「
連

動
」
す
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
雨
者
を
結
び
つ
け
る
糸
口
は
必
ず
し
も
た
く

さ
ん
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
o

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
、
著
者
が
紹
介
す

る
『
直
読
通
略
』
で
あ
る
。

『
直
読
通
略
』
は
何
が
特
別
な
の
で
あ
ろ
う
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
の

文
棋
で
あ
る
。

著
者
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
『
直
一
読
通
略
』
に
は
次
の
よ
う
な
筒
所
が
あ
る
。

把
怠
這
般
才
能
、
臣
事
越
子
川
、
必
得
近
愛
。
却
随
着
任
心
意
中
所
愛
的
倣

阿
、
不
容
易
那
甚
座
。
索
甚
這
般
生
受
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
回
目
「
、
正
」
の
「
ム
円
話
」
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ

ル
時
代
の
「
白
話
」
と
い
え
ば
元
曲
や
平
話
と
い
っ
た
文
挙
資
料
を
連
想
さ

れ
る
方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
が
、
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
「
白
話
文
撃
」
と

い
っ
て
も
す
べ
て
が
「
白
話
」
で
記
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
(
首
時

は
ま
だ
「
白
話
」
と
い
う
用
語
を
用
い
な
い
が
)
。
た
と
え
ば
「
一
二
図
志
平

話
』
『
官
和
遣
事
」
に
代
表
さ
れ
る
「
小
説
」
系
の
文
章
は
素
朴
な
古
文
を

基
剥
と
し
、
右
に
い
う
よ
う
な
「
這
」
は
用
い
ず
「
此
」
と
い
う
の
が
普
通

で
あ
る
。
ま
た
、
元
曲
の
よ
う
な
戯
曲
資
料
は
そ
の
「
白
(
セ
リ
フ
)
」
で

は
「
白
話
」
を
用
い
て
も
、
「
向
」
部
分
で
は
詩
歌
の
惇
統
に
し
た
が
う
の

が
通
例
で
(
口
語
語
柔
は
も
ち
ろ
ん
用
い
ら
れ
る
が
て
し
か
も
、
現
存
す

る
元
曲
テ
キ
ス
ト
の
「
白
」
部
分
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
の
内
府
に
由
来

す
る
。
つ
ま
り
、
右
の
引
用
の
よ
う
な
三
県
正
」
な
「
ム
円
話
散
文
」
は
、
モ

ン
ゴ
ル
時
代
の
文
挙
資
料
に
も
賓
は
め
ず
ら
し
い
。

だ
が
、
『
士
但
一
説
通
略
」
が
採
用
し
た
よ
う
な
丈
慢
が
過
去
に
な
か
っ
た
か
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と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
最
も
近
似
し
た
表
現
を
我
々
は
『
一
一
一
朝
北
照

合
編
』
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
巻
二
ハ
一
「
紹
興
甲
寅

通
和
銀
」
ト
月
十
-
二
日
の
僚
に
は
次
の
よ
う
な
記
遮
が
あ
る
。

護
者
言
「
体
制
来
講
和
、
然
是
好
公
事
、
不
如
一
溌
了
却
」
。

ま
た
、
ト
四

H
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
表
現
も
あ
る
。

似
住
地
事
、
忽
生
信
得
。
休
刊
却
是
先
来
稀
講
和
、
暗
地
同
来
算
害
我
。

ど
う
だ
ろ
う
、
『
直
説
通
略
』
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
表
現
と
言
え
る
だ

ろ、っ。で
は
、
『
三
朝
北
照
合
編
』
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
「
白
話
」
を
用
い
る
の

か
。
そ
れ
は
、
「
文
言
」
の
修
辞
を
斑
解
し
な
い
非
漢
族
(
主
に
女
員
人
)

の
円
頭
語
を
窮
す
か
ら
で
あ
る
。
「
白
話
」
と
は
単
に
「
口
頭
の
言
葉
」
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
、
「
文
」
に
封
す
る
「
白
」
で
も
あ
っ
て
、
「
何
の
修

辞
も
用
い
な
い
、
翠
純
な
言
葉
」
の
意
味
で
も
あ
る
の
だ
。
「
外
園
人
」
は

言
葉
を
習
い
且
買
え
て
「
白
話
」
を
話
す
こ
と
は
出
来
て
も
、
「
文
言
」
を

「
讃
み
書
き
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
文
二
円
」
は
「
修
辞
」
で
あ
る
が
、

「
白
話
」
に
「
修
辞
」
は
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
「
白
話
」
と
い
う
語
葉

が
あ
っ
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
す
で
に
遮
べ
た
通
り
だ
が
、
『
直
読
通
略
』

の
文
韓
を
説
明
し
て
い
う
「
白
話
」
と
は
、
こ
の
音
信
州
で
の
「
白
話
」
に
遣

し
な
し
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
ム
円
話
資
料
」
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
時
、
も
う
ひ

と
つ
符
合
し
て
く
る
事
賓
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
上
天
春
命
聖
旨
碑
」
と

「
白
話
聖
旨
碑
」
の
閥
係
で
あ
る
。
「
上
天
谷
命
聖
己
円
碑
」
は
、
本
書
・
第

二
部
「
大
元
ウ
ル
ス
の
文
化
政
策
と
出
版
活
動
」
で
扱
わ
れ
る
「
大
徳
十
一

年
加
封
孔
子
制
井
巴
が
代
表
的
な
例
で
あ
る
が
、
「
上
天
春
命
」
と
い
う
山
疋

型
の
言
葉
で
始
ま
る
「
文
一
三
口
」
に
よ
る
「
聖
旨
」
で
、
し
ば
し
ば
パ
ス
パ
文

509 

」

字
に
よ
る
「
針
誇
」
が
附
さ
れ
る
。
こ
の
「
釘
誇
」
は
、
本
書
二
七
三
頁
を

見
れ
ば
明
ら
か
な
通
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
漢
字
に
パ
ス
パ
丈
字
に
よ
る
設

音
記
競
が
附
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
翻
語
文
」
が

関
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
が
、
一
方
の
「
白
話
聖
旨
碑
」
は
、
し
ば
し

ば
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
合
壁
に
な
っ
て
い
る
通
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
文
と
「
白
話

漢
文
」
の
雨
方
が
並
ん
で
記
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
、
カ
ア
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
語

で
愛
令
し
た
も
の
を
パ
ス
パ
文
字
で
窮
し
、
そ
れ
を
「
ム
円
話
漢
文
」
に
「
翻

誇
」
し
た
の
で
あ
る
。
『
一
冗
典
章
』
一
・
「
詔
令
之
こ
に
あ
る
至
元
六
年
の

「
行
蒙
古
宇
」
に
よ
れ
ば
、
「
凡
そ
璽
書
も
て
頒
降
す
る
有
ら
ば
、
並
び
に

蒙
士
円
新
字
(
パ
ス
パ
文
字
)
を
用
い
、
何
お
、
其
の
園
出
子
(
こ
の
場
合
は

「
漢
字
」
)
を
以
て
こ
れ
に
副
え
よ
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
元
ウ
ル

ス
に
「
聖
旨
」
が
禁
令
さ
れ
る
場
合
、
少
な
く
と
も
至
元
六
年
以
降
は
パ
ス

パ
文
字
に
「
漢
文
」
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
中
国
宵
僚
が

「
文
言
」
に
よ
っ
て
「
聖
旨
」
を
代
筆
し
た
場
合
に
は
、
「
漠
五
巴
を
反
封

に
モ
ン
ゴ
ル
語
に
「
翻
諜
」
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
パ
ス
パ
文
字
音
誇
を
附
し

て
す
ま
せ
た
の
で
あ
る
(
モ
ン
ゴ
ル
語
へ
の
翻
誇
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で

は
あ
る
ま
い
)
o

す
な
わ
ち
、
「
外
国
語
」
は
「
白
話
漢
文
」
に
翻
課
さ
れ
、

「
文
言
」
は
翻
詳
の
玲
外
と
し
て
漢
字
音
の
み
が
示
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、

外
岡
語
は
「
白
話
」
に
移
し
得
る
が
、
「
文
言
」
は
翻
案
不
能
と
い
う
、
宋

代
の
文
献
か
ら
流
れ
る
一
貫
し
た
愛
想
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
次
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
は
、
「
散
文
際
」
の

「
白
話
漢
文
」
が
い
つ
頃
か
ら
記
達
さ
れ
、
正
式
に
は
い
つ
歴
史
の
表
舞
蓋

に
登
場
す
る
か
、
と
い
う
問
題
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
に
商
務
印
書
館

が
一
九
九

O
年
か
ら
一
九
九
五
年
に
か
け
て
出
版
し
た
三
冊
の
『
近
代
漢
語

語
法
資
料
金
編
』
と
い
う
本
が
あ
る
。
劉
堅
・
蒋
紹
愚
主
編
と
さ
れ
る
こ
の
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本
は
、
い
わ
ゆ
る
「
白
話
」
が
文
章
と
し
て
登
場
し
『
凡
健
と
し
て
定
着
す
る

ま
で
を
扱
っ
た
資
料
集
で
、
第
一
珊
は
「
唐
五
代
巻
」
、
第
二
冊
は
「
宋
代

巻
」
、
第
三
冊
は
「
元
代
明
代
巻
」
0

「
白
話
」
の
初
期
の
歴
史
を
網
羅
的
に

概
観
す
る
に
は
便
利
な
本
で
あ
る
。
こ
の
本
の
第
一
珊
と
第
二
冊
、
す
な
わ

ち
「
白
話
巴
が
生
ま
れ
て
一
冗
朝
期
に
至
る
ま
で
の
聞
に
は
、
『
遊
仙
窟
」
や

『
伍
子
膏
同
町
長
文
』
『
漢
将
王
陵
愛
文
』
『
舜
子
愛
」
『
秋
胡
嬰
文
』
等
の
敦
短

文
献
、
『
一
紳
ム
官
語
録
』
『
組
堂
集
』
生
寸
の
語
録
(
以
上
、
第
一
所
)
、
第
二
冊

目
に
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
『
碧
巌
録
』
『
朱
子
語
類
」
『
虚
堂
和
尚
語
録
』

等
の
語
録
、
『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
『
一
会
一
朝
北
盟
舎
編
』
等
の
史
書
、
『
大
唐

三
寂
取
経
詩
話
」
『
劉
知
遠
諸
宮
調
』
『
崖
待
詔
生
死
菟
家
』
「
張
協
朕
元
』

等
の
「
俗
文
皐
」
が
列
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
簡
単
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、

「
俗
文
学
」
関
係
・
「
語
録
」
関
係
・
「
歴
史
資
料
」
関
係
の
三
種
と
す
る
こ

と
が
可
能
だ
ろ
う
。

漢
語
は
元
来
、
口
頭
語
と
書
面
語
の
距
離
が
き
わ
め
て
大
き
な
言
語
で
あ

る
。
特
に
モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
前
に
あ
っ
て
は
、
書
面
に
用
い
ら
れ
る
文
慢
は

「『
λ
言
」
以
外
に
あ
り
得
な
か
っ
た
し
、
そ
の
「
文
一
言
」
は
高
度
の
洗
練
を

受
け
て
、
口
頭
語
と
恐
ら
く
非
常
に
大
き
な
距
離
を
も
っ
た
。
一
種
の
文
龍

と
し
て
(
つ
ま
り
語
棄
と
し
て
で
は
な
く
)
「
白
話
」
が
書
而
で
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
し
、
「
白
話
」
を
寓
す
こ
と
そ
れ
白
龍
、
常
に
何
ら

か
の
日
的
が
あ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「
歴
史
資
料
」
関

係
に
用
い
ら
れ
る
「
白
話
」
は
、
お
に
見
た
よ
う
に
、
必
ず
「
外
園
人
」
の

言
葉
で
あ
っ
た
し
、
尋
問
録
」
閥
係
の
そ
れ
は
、
話
者
が
主
日
而
を
意
識
せ
ず

に
語
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。
ま
た
「
俗
文
皐
」
闘
係
の
資
料
は
、
敦
燈

文
献
の
よ
う
に
あ
る
偶
然
に
よ
っ
て
護
掘
さ
れ
た
紗
本
か
、
『
大
唐
三
歳
取

経
詩
話
』
の
よ
う
な
必
ず
し
も
「
白
話
」
と
は
い
え
な
い
文
憶
に
よ
っ
て
記

」

速
さ
れ
た
散
『
リ
入
、
『
劉
知
遠
諸
宵
調
」
の
よ
う
な
「
韻
文
」
、
「
山
佳
待
詔
生
死

一
免
家
』
『
張
協
状
元
』
の
よ
う
な
一
川
以
後
の
文
献
ば
か
り
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ

ル
時
代
は
「
白
話
」
資
料
が
大
量
に
残
さ
れ
る
時
代
と
し
て
『
げ
人
民
子
史
や
語
墜

史
の
L
L

で
は
常
に
注
目
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
あ

っ
て
さ
え
、
紹
釘
年
代
が
明
ら
か
で
、
同
時
代
資
料
と
し
て
員
正
な
意
味
を

も
っ
「
白
話
散
文
」
は
賓
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
中
園
の
惇
統
的
な
観
念
の

中
で
は
、

U
頭
の
語
葉
・
語
法
を
書
面
で
用
い
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で

ル
l
ル
達
反
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
、
賓
は
「
白
話

漢
文
」
に
よ
る
「
聖
旨
」
で
あ
っ
た
o

パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
に
お
い
て
、
「
散

文
際
」
の
「
白
話
」
が
書
面
上
堂
々
と
用
い
ら
れ
た
(
な
い
し
、
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
)
の
は
、
賓
に
「
ム
円
話
聖
己
円
」
が
中
園
史
上
初
め
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
白
話
散
文
」
は
、
中
岡
語
の
表
現
の
表
舞
意
互
に
こ
の

よ
う
に
し
て
常
場
し
た
の
で
あ
る
。

『
直
説
通
略
』
は
「
白
話
」
に
よ
る
通
史
の
節
略
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、

『
朱
子
語
類
』
や
許
衡
『
直
説
大
準
要
略
』
の
よ
う
に
、
「
語
録
」
の
健
裁

に
倣
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
白
話
聖
旨
」
の
よ
う
に
外
図
語
を
翻

課
し
た
も
の
で
も
な
い
。
鄭
鎮
孫
自
身
に
よ
る
歴
と
し
た
序
文
が
附
さ
れ
、

そ
の
中
で
つ
文
作
な
ら
さ
る
言
語
に
よ
っ
て

ρ

開
請
。
に
供
す
る
こ
と
」

を
宣
言
し
た
、
あ
る
言
い
方
を
す
れ
ば
き
わ
め
て
「
意
識
の
高
い
書
物
」
で

あ
っ
た
。
間
却
鎮
孫
と
い
う
人
は
、
「
文
言
」
で
し
か
語
り
え
な
か
っ
た
「
中

国
文
明
」
を
、
「
白
話
文
民
子
」
以
上
の
「
白
話
」
で
記
遮
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
の
「
書
物
の
歴
史
」
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
六
0
0

年
も
後
の
「
文
型
革
命
」
に
よ
っ
て
中
園
が
洗
穫
を
受
け
る
つ
言
文
一
致

樫
」
を
、
大
元
ウ
ル
ス
は
こ
の
と
き
経
験
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
時
は
ま
さ
に
、

「
白
話
」
が
「
聖
旨
」
と
い
う
哀
を
ま
と
っ
て
歴
史
の
表
舞
蓋
に
登
場
し
た
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モ
ン
ゴ
ル
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
事
賓
が
関
連
し
な
い
は
ず
は
あ
る

ま
い
。
宮
紀
子
は
、
中
園
の
歴
史
の
中
で
モ
ン
ゴ
ル
時
代
が
い
か
な
る
意
味

を
も
っ
た
か
、
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
最
も
典
型
的
な
事
例
を
い
と
も
筒
車
に

探
し
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

「
直
説
通
略
」
が
採
用
し
た
「
白
話
散
文
」
と
い
う
文
隆
は
、
し
か
も

「
外
図
語
」
と
結
び
つ
い
た
園
際
的
な
言
語
で
あ
っ
た
。
外
園
語
が
中
国
語

に
翻
課
さ
れ
る
際
に
「
ム
円
話
」
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
に
、
中
園
語
が
外
国
語

に
翻
課
さ
れ
る
場
合
に
は
、
「
文
言
」
が
一
度
「
白
話
」
に
翻
案
さ
れ
、
し

か
る
後
に
「
外
岡
語
」
に
翻
翠
辞
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
集
史
』

の
「
中
国
史
」
の
部
分
が
も
し
こ
の
よ
う
に
し
て
圭
古
か
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

ラ
シ
1
ド
の
も
と
に
プ
ラ
ド
・
チ
ン
サ
ン
等
が
も
た
ら
し
た
「
中
園
史
の
書

き
物
」
は
、
『
直
説
通
略
」
の
よ
う
に
「
白
話
」
で
書
か
れ
た
本
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
ラ
シ
l
ド
が
手
に
し
た
本
が
『
直
説
通
略
』
だ
っ
た
可
能
性

は
あ
る
ま
い
が
、
た
だ
、
漢
語
と
「
外
国
語
」
の
中
間
に
も
し
「
白
話
」
が

介
在
し
た
と
す
れ
ば
、
今
日
の
資
料
状
況
か
ら
す
れ
ば
『
直
説
逼
略
』
の
よ

う
な
書
物
が
最
も
直
接
的
に
、
東
西
の
文
化
交
流
を
立
註
し
て
く
れ
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
宮
紀
子
は
こ
の
よ
う
な
見
通
し
と
目
論
見
を
も
っ
て
元
朝

期
の
書
籍
を
渉
獄
し
、
『
直
説
通
略
』
と
い
う
本
に
行
き
骨
固
た
っ
た
。
こ
れ

は
も
ち
ろ
ん
偶
然
で
は
な
い
。
著
者
が
「
あ
と
が
き
」
に
い
う
「
北
京
大
皐

園
書
館
で
念
願
の
『
直
読
通
略
』
を
閲
覧
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
橡
想
通
り
の

書
物
で
あ
っ
た
と
き
の
、
全
身
総
毛
立
つ
よ
う
な
ぞ
く
ぞ
く
す
る
興
奮
は
、

い
ま
も
な
お
忘
れ
が
た
い
」
と
は
、
こ
の
著
者
の
大
き
な
覗
野
と
「
高
い
皐

力
」
、
そ
し
て
何
よ
り
自
負
を
誼
明
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

宮
紀
子
は
本
書
に
よ
っ
て
あ
る
「
劃
期
」
を
も
た
ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

従
来
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

511 

」

大
元
ウ
ル
ス
に
限
っ
て
い
え
ば
、
『
元
史
』
『
秘
史
」
『
遇
制
係
格
」
『
一
川
典

章
』
等
、
柱
と
な
る
文
献
が
先
ず
あ
る
。
歴
史
の
大
き
な
見
取
り
園
、
時
代

像
、
な
い
し
問
題
意
識
は
そ
れ
ら
の
文
献
に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
描
か

れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
史
、
文
集
類
、
地
方
志
、
石
刻
資

料
等
は
、
歴
史
的
学
の
大
き
な
構
園
の
中
で
は
所
詮
「
背
景
」
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
那
珂
遁
世
の
研
究
が
『
元
史
」
の
社
撰
か
ら
愛
し
た
よ
う
に
、
た
と
え

て
い
え
ば
「
元
史
』
を
補
完
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
研
究
は
あ
っ
た
と
い
え

ま
い
か
。
そ
こ
で
の
問
題
は
、
あ
く
ま
で
歴
史
事
賓
の
補
完
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
宮
紀
子
の
研
究
は
そ
う
で
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
著
者
が
本
書
で
論
じ

た
こ
と
は
、
扱
わ
れ
た
書
籍
の
史
料
と
し
て
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
か
ら
み
て
も
、

ま
た
、
そ
れ
を
論
じ
る
ス
タ
ン
ス
か
ら
み
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
の

「
資
料
の
構
園
」
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
逸
脱
と
い
う
よ
り
、

時
に
「
革
命
的
」
で
さ
え
あ
る
。
元
来
「
北
旦
尽
」
に
置
か
れ
る
べ
き
資
料
が

異
様
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
「
前
景
」
を
構
成
す
る
古
典
的
資
料
が
見

た
こ
と
の
な
い
姿
で
描
か
れ
る
。
そ
れ
に
な
に
よ
り
、
書
一
-
面
を
構
成
す
る
貼

そ
の
も
の
が
岡
崎
一
倒
的
に
増
え
て
い
る
の
だ
。
著
者
が
試
み
た
の
は
「
歴
史
事

賓
の
検
討
」
で
は
な
く
、
「
資
料
の
債
値
そ
の
も
の
の
再
検
討
」
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
が
歴
史
資
料
の
構
園
を
換
え
、
結
果
と
し
て
全
く
異
な
っ
た
歴
史

像
を
も
た
ら
す
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
じ
も
の
で
も
置
き
場
所
が
婆
わ

れ
ば
「
風
景
」
は
一
愛
す
る
。
今
後
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
を
研
究
し
よ
う
と
す

る
人
た
ち
は
、
著
者
が
描
い
た
地
園
を
頼
り
に
、
我
々
が
知
ら
な
い
「
風

景
」
の
中
を
歩
い
て
く
る
だ
ろ
う
。

本
書
に
い
ち
ば
ん
衝
撃
を
受
け
面
白
く
讃
む
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
に

か
か
わ
る
、
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ロ
パ
l
以
外
の
研
究
者
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
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は
中
図
研
究
の
常
識
を
打
ち
破
り
、
ま
た
、
挑
設
的
な
ア
ジ
テ
1
シ
ヨ
ン
の

口
吻
を
時
に
帯
び
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
中
華
思
想
」
の
鼻
柱

を
痛
烈
に
折
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
面
白
が
る
向
き
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
は
確
か
に
、
「
世
界
に
は
世
界
の
丈
脈
が
あ
る
」
こ

と
を
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ロ
パ

l
に
知
ら
し
め
た
。
た
だ
、
「
本
書
の
員
似
を
し

て
み
よ
う
」
と
思
う
他
分
野
の
人
に
遮
べ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
著
者

の
最
大
の
武
器
は
そ
の
卓
越
し
た
漢
詩
語
解
力
と
、
中
岡
書
籍
を
扱
う
卓
越

し
た
書
誌
能
力
で
あ
る
。
中
図
的
学
的
な
手
法
を
駆
使
し
て
中
園
皐
の
蒙
を
開

き
、
し
か
も
そ
れ
が
一
見
中
園
と
は
無
縁
の
世
界
に
見
え
る
、
一
種
ト
リ
ツ

キ
!
な
、
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
世
界
を
著
者
は
構
築
し
た
が
、
し
か
し
、
著

者
が
描
い
た
の
は
モ
ン
ゴ
ル
で
も
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
で
も
な
い
、
間
違
い
な

く
「
中
園
世
界
」
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
こ
の
研
究
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
て
い
く
と
す
れ
ば
、
最
終
的
に
牧
紋
し
て
い
く
場
所
も
『
集
史
』

や
「
秘
史
』
で
は
な
い
は
ず
だ
。

た
と
え
ば
、
本
書
が
論
じ
る
書
物
は
『
直
説
通
略
』
や
『
四
室
田
章
園
』
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
『
農
桑
輯
要
』
や
『
事
林
庚
記
』
『
新
編
音
蛤
性
理
群
書

句
解
』
で
あ
っ
た
り
、
多
く
は
「
類
書
」
な
い
し
は
「
類
書
的
」
な
書
物
で

あ
る
。
ま
た
、
著
者
の
重
要
な
論
貼
の
ひ
と
つ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
が
「
園

家
刊
行
物
」
に
よ
っ
て
出
版
丈
化
を
主
導
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
園

家
刊
行
物
と
し
て
出
版
さ
れ
た
類
書
」
と
い
う
問
題
設
定
は
、
そ
れ
自
慢
が

き
わ
め
て
束
ア
ジ
ア
的
で
あ
る
。
「
園
家
刊
行
物
」
が
問
題
に
な
る
た
め
に

は
「
民
間
の
刊
行
物
」
が
必
要
だ
し
、
「
類
書
」
は
も
と
も
と
漢
語
の
表
現

様
式
と
深
く
結
び
つ
い
た
書
籍
形
態
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
類
書
」
を
扱
っ
た
本
書
の
後
宇
部
、
第
七
章
「
程
復
心
『
四
書
章
園
』

出
版
始
末
孜
」
・
第
八
章
「
「
針
策
」
の
劉
策
」
・
第
九
章
「
『
混
一
彊
理
歴
代

」

園
都
之
困
』
へ
の
道
」
は
近
年
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
の
精
華
で
あ
り
、

著
者
の
悠
揚
迫
ら
ず
、
そ
れ
で
い
て
ス
リ
リ
ン
グ
な
議
論
の
展
開
は
、
す
で

に
大
家
の
風
格
さ
え
帯
び
る
。
そ
こ
で
著
者
は
次
の
よ
う
に
遮
べ
る
。

大
元
ウ
ル
ス
治
下
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
出
版
物
が
い
か
に
朝
鮮
、
日
本

に
影
響
を
奥
え
た
か
、
そ
の
一
端
、
源
流
を
紹
介
す
る
こ
と
が
本
章
の

目
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
:
:
:
(
略
)
:
:
:
山
束
の
一
部
を
除
き
、
華

北
の
状
況
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
現
在
の
こ
っ
て
い
る
科
挙
資
料
お

よ
び
閥
連
の
典
籍
は
、
じ
っ
さ
い
に
科
翠
合
格
に
燃
え
た
の
が
、
受
験

倍
率
の
高
い
江
南
の
文
人
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

江
南
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
は
、
こ
の
制
約
の
も
と
に
あ

る
。
(
三
八
五
頁
)

こ
こ
に
い
う
「
制
約
」
は
「
本
章
」
の
み
を
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、

恐
ら
く
「
本
書
全
住
」
で
あ
ろ
う
。
南
宋
接
牧
後
の
元
朝
会
館
を
見
渡
し
て

も
、
出
版
物
は
「
ほ
と
ん
ど
江
南
で
刊
行
さ
れ
」
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
こ

と
は
車
に
「
科
奉
資
料
お
よ
び
闘
遠
の
典
籍
」
の
み
で
は
な
い
、
著
者
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
都
経
や
五
憧
と
い
っ
た
北
の
知
識
人
の
文
集
さ
え
多
く
は

江
南
で
出
版
さ
れ
た
。
著
者
が
本
書
で
扱
っ
た
書
籍
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は

賓
は
江
南
で
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
で
は
、
「
江
南
の
出
版
文
化
」

が
な
ぜ
朝
鮮
や
日
本
に
「
影
響
を
自
問
え
た
」
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
著
者

が
指
摘
し
た
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
開
放
性
」
と
と
も
に
、
「
遼
金
宋
か
ら
の

連
績
性
、
纏
承
性
」
と
い
う
、
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ロ
パ

l
特
有
の
問
題
も
横
た

わ
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
(
「
連
績
性
、
総
示
性
に
つ
い
て
は
本
書
は
論

じ
な
い
」
と
著
者
は
こ
と
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
「
い
い
が

か
り
」
で
は
あ
る
が
)
。

江
南
は
南
米
時
代
か
ら
旺
盛
な
出
版
熱
を
も
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
著
者
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が
指
摘
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
」
は
、
南
'
山
本
時
代
か
ら
績
い
た

旺
廉
な
出
版
熱
に
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
の
「
八
ム
費
天
園
」
が
か
ぶ
さ
っ
た
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
「
科
翠
再
開
は
、
文
教
政
策
の
象
徴
と
し
て
兄
武
宗
カ
イ

シ
ャ
ン
の
「
加
封
孔
子
一
詔
」
を
越
え
る
も
の
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ア

ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
の
万
事
情
μ

に
、
朱
子
の
理
念
に
も
と
づ
く
シ
ス
テ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
皐
校
数
育
促
進
の
意
岡
を
秘
め
た
文
人
た
ち
が
乗
じ
た
、
と
い
う
の

が
員
相
に
近
い
だ
ろ
う
」
(
三
五

O
頁
)
と
著
者
も
述
べ
る
よ
う
に
、
モ
ン

ゴ
ル
の
朝
廷
に
は
「
金
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
」
が
あ
っ
た
し
、

「
江
南
」
の
方
に
は
そ
の
金
に
「
文
化
的
に
」
慮
、
え
る
用
意
が
あ
っ
た
。

「
園
家
(
公
費
に
よ
る
)
刊
行
物
」
と
い
い
な
が
ら
、
金
を
出
さ
せ
た
の
が

「
江
南
」
だ
っ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

ま
た
、
「
科
奉
資
料
お
よ
び
闘
連
の
典
籍
」
と
し
て
元
朝
期
に
出
版
さ
れ

た
書
籍
の
ほ
と
ん
ど
は
「
類
書
」
で
あ
っ
た
が
、
「
類
童
H

」
な
い
し
「
類
室
目

的
な
書
物
」
を
編
纂
す
る
と
い
う
行
潟
白
韓
、
(
こ
れ
も
著
者
が
指
摘
す
る

よ
う
に
)
恐
ら
く
宋
代
の
江
南
か
ら
受
け
縫
い
だ
現
象
で
あ
ろ
う
。
『
事
文

類
緊
』
『
錦
繍
高
花
谷
』
『
記
纂
淵
海
』
等
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
時
期

以
後
、
江
南
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
多
く
は
「
類
素
目
的
性
格
」
を
帯
び
る
。

「
類
書
」
を
、
「
分
類
し
て
網
羅
す
る
も
の
」
「
簡
便
性
を
備
え
、
辞
書
的
性

格
を
も
つ
も
の
」
と
仮
に
規
定
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『
柴
府
詩
集
』
や

『
奨
』
府
雅
詞
」
『
草
堂
詩
飴
』
、
果
て
は
『
苔
渓
漁
隠
叢
話
』
等
の
詩
論
書
さ

え
、
「
河
山
獄
英
霊
集
」
や
『
園
秀
集
』
の
詩
論
・
文
皐
論
よ
り
は
る
か
に

「
類
書
」
に
似
る
。
ま
た
『
通
鑑
紀
事
本
末
』
や
『
名
臣
言
行
録
』
は
、
そ

の
「
分
類
し
て
抜
書
き
を
網
羅
す
る
」
と
い
う
樫
裁
を
考
え
る
な
ら
、
史
書

と
い
う
よ
り
『
蒙
求
』
や
『
孝
子
惇
』
に
近
い
と
い
え
ま
い
か
。
モ
ン
ゴ
ル

時
代
に
限
ら
ず
、
「
出
版
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
」
を
編
纂
し
よ
う
と
す
れ

513 

」

ば
、
そ
れ
は
必
然
的
に
「
分
類
し
て
網
羅
す
る
」
こ
と
に
な
り
、
使
い
勝
手

を
考
え
る
な
ら
「
簡
便
性
を
備
え
、
辞
書
的
性
格
を
も
っ
」
こ
と
に
な
る
。

「
分
類
し
て
網
羅
す
る
も
の
」
「
簡
便
性
を
備
え
、
辞
書
的
性
格
を
も
つ
も

の
」
と
は
、
告
同
時
に
あ
っ
て
は
要
す
る
に
「
印
刷
物
」
の
請
で
あ
っ
て
、
そ

れ
を
ま
と
め
て
出
版
す
る
の
が
よ
岡
宋
に
お
い
て
も
「
文
化
活
動
」
の
基
調
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
『
由
辰
桑
輯
要
』
等
の
刊
行
物
が
「
図
家
」
に
よ
っ
て
大
量
に
溌
行

さ
れ
た
こ
と
は
著
者
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
、
や
は
り
公
費

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
文
集
類
は
、
「
農
桑
輯
要
』
等
の
「
類
書
」
と
同
等

の
出
版
部
教
を
も
ち
、
朝
鮮
や
円
本
に
『
事
林
庚
記
』
等
と
同
様
に
影
響
を

輿
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
も
著
者
が
紹
介
す
る
『
都
文
忠
公

陵
川
集
』
と
い
う
書
籍
が
あ
る
。
こ
の
書
物
の
現
存
す
る
最
古
の
版
本
・
明

正
徳
二
年
(
一
五

O
七
)
李
翰
刻
本
(
『
北
京
国
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
九

一
所
収
)
は
、
延
献
五
年
(
一
三
一
八
)
に
紅
西
行
省
が
刻
し
た
版
木
を
そ

の
ま
ま
利
用
し
て
、
そ
の
中
に
正
徳
二
年
の
序
丈
十
葉
を
差
し
込
ん
だ
だ
け

の
版
本
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
陵
川
集
』
の
明
代
の
版
本
が

一
川
代
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
た
の
は
、
原
刻
が
あ
ま
り
刷
ら
れ
ず
傷

ん
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
し
、
現
に
『
北
京
岡
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
」
が

収
め
る
正
徳
二
年
李
翰
刻
本
を
み
る
に
、
磨
滅
字
も
少
な
い
美
麗
な
版
本
に

見
え
る
。
『
陵
川
集
』
の
著
者
は
「
雁
書
」
で
有
名
な
都
経
で
あ
り
、
モ
ン

ゴ
ル
の
朝
廷
に
と
っ
て
は
「
象
徴
的
な
音
信
休
を
も
っ
」
重
要
人
物
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
江
西
行
省
が
「
カ
ア
ン
の
ジ
ヤ
ル
リ
ク
を
奉
じ
て
」
特
別
に
上

梓
し
た
の
が
『
陵
川
集
』
で
あ
っ
た
。
『
農
桑
輯
要
』
の
よ
う
に
一
高
部
と

は
い
わ
な
い
が
、
こ
の
書
籍
が
『
農
桑
輯
要
』
と
同
様
「
公
費
に
よ
る
刊
行

物
」
で
あ
る
な
ら
、
朝
廷
は
「
頒
行
」
に
さ
ら
に
意
を
用
い
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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し
か
る
に
、
正
徳
二
年
李
翰
刻
本
も
ふ
く
め
元
版
が
朝
鮮
や
日
本
に
所
蔵
さ

れ
る
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
し
、
朝
鮮
版
、
五
山
版
が
あ
る
と
い
う
話
も
な

い
。
『
陵
川
集
』
の
よ
う
な
文
集
は
所
詮
「
類
書
」
に
は
勝
て
な
い
と
思
わ

れ
る
。
「
公
費
に
よ
る
刊
行
物
」
と
し
て
特
別
な
音
ω
昧
を
も
っ
た
の
は
、
朝

鮮
や

H
本
を
含
め
て
も
、
や
は
り
「
類
書
」
だ
っ
た
。
著
者
が
提
示
し
た

「
モ
ン
ゴ
ル
が
園
家
政
策
と
し
て
主
導
す
る
大
元
ウ
ル
ス
の
出
版
文
化
」

「
開
放
的
な
モ
ン
ゴ
ル
時
代
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
、
「
書
物
の

内
容
と
使
い
方
」
に
か
か
わ
る
別
の
力
皐
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
著
者
の
論
結
が
暗
示
す
る
前
代
の
文
化
状
況
に
つ
い
て
は
、

著
者
自
身
が
近
い
将
来
詳
達
し
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

本
書
は
、
目
頭
に
紹
介
し
た
帯
に
い
う
通
り
、
「
「
暗
黒
時
代
」
と
さ
れ
て

き
た
大
元
ウ
ル
ス
治
下
の
文
化
政
策
と
出
版
活
動
を
、
東
ア
ジ
ア
へ
の
影
響

も
嗣
野
に
い
れ
、
書
物
・
言
語
・
描
給
・
地
固
に
即
し
て
再
検
討
、
か
つ
て

な
い
知
的
活
況
を
呈
し
た
時
代
の
賓
像
を
描
き
出
す
」
名
著
で
あ
る
。
た
だ
、

著
者
は
「
暗
黒
時
代
と
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
黙
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、
議

論
を
時
に
逆
の
方
向
に
振
り
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
著
者
が

描
く
モ
ン
ゴ
ル
時
代
は
私
に
は
時
に
明
る
す
ぎ
る
。
そ
こ
に
は
、
中
園
世
界

が
も
っ
「
陰
影
」
な
い
し
「
ひ
と
の
悪
さ
」
が
な
い
。
た
と
え
ば
著
者
は
、

「
白
話
」
が
首
時
の
版
本
で
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
か
は
問
題
に
す
る
が
、

モ
ン
ゴ
ル
語
が
中
園
語
の
中
で
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
か
は
問
題
に
し
な

い
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
な
の
だ
か
ら
、
元
朝
期
の
書
籍
に
モ
ン
ゴ
ル
語
が
出
て

き
て
首
然
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
現
に
、
『
士
円
典
戯
曲
外
来
語
考

稗
詞
典
』
の
よ
う
な
書
物
が
あ
っ
て
、
元
曲
に
出
て
く
る
モ
ン
ゴ
ル
語
が
丁

寧
に
解
説
さ
れ
て
も
い
る
。
だ
が
、
こ
の
『
古
典
戯
曲
外
来
語
考
稗
詞
典
』

を
一
度
手
に
と
っ
て
中
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
「
元
出
」
は
す
べ
て
「
明
代
に
作
ら
れ
た
北
曲
」
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

一
五
曲
に
つ
い
て
は
、
散
由
も
含
め
れ
ば
元
刊
本
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
ら
元
刊
本
の
元
曲
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
は
「
直
接
的
」
に
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。
元
朝
期
の
中
園
人
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
モ
ン

ゴ
ル
語
を
平
気
で
使
う
ほ
ど
「
お
人
よ
し
」
で
は
な
い
し
、
不
試
で
モ
ン
ゴ

ル
語
が
使
え
る
ほ
ど
「
開
放
的
な
時
代
」
で
も
な
か
っ
た
の
だ
。
モ
ン
ゴ
ル

語
を
中
園
の
人
々
が
使
、
つ
時
は
、
明
朝
人
が
そ
う
だ
つ
た
よ
う
に
必
ず
別
の

意
固
が
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る
「
白
話
」
と
い
う
問
題
に
は
、

こ
の
「
別
の
意
固
」
と
い
う
問
題
が
時
に
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
宮

紀
子
が
そ
の
「
別
の
意
同
」
に
迫
る
と
き
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
研
究
は
さ
ら

に
新
し
い
局
而
を
む
か
え
る
だ
ろ
う
。

二
O
O
六
年
一
月
名
古
屋
名
古
屋
大
事
出
版
舎

A
五

利

七

三

二

頁

九
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